
三次元画像の再配布と簡単再生を実現するソフトウェア「　　　　　　　　　　　」

• X 線 CT などの三次元画像デバイスから得ら
れた連続的な断層画像を三次元構築し、二
次元 / 三次元的に可視化するソフトウェア
です。

• 三次元画像に関する情報全部を汎用的かつ
コンパクトなファイルとして第三者に再配
布し、簡単、高品質に再生できる新開発の
独自技術を搭載しています。

1. 撮像からデータ化までのスループットを飛
躍的に向上 / 省力化 ( 半日→ 10 分 )

2. 三次元画像から得られた知見がものつくり
の現場や研究の最前線にいる人々に高いレ
ベルで広くデータとして波及し、高額な装
置の意義を高め、産業 / 学術両面において、
研究開発や製品品質のレベルを引き上げる
効果をもたらします。

3. 三次元画像デバイスの全てのユーザー層に
メリットがあります。

• 共用設備として装置を運用されている公
設試 / 大学 / 研究機関 / 病院などの組織

• 撮像受託ビジネスを展開されている企業
と顧客

• 研究成果や検査結果の共有や情報発信を
したい方々

• データを見るだけの立場の利用者

• 見易くレイアウトされた画像をあらか
じめ全て CG で描画し

• 縦横に配列状に並べて
• 動画圧縮の技術を用いてコンパクトに

ファイルに格納します。
• できたファイルは PC, Mac, iPad 上で

特別なソフトウェアが無くても、マウ
スを上下左右するだけの対話的な操作
で、誰でも軽快かつ高品質に三次元画
像が再生できます。

パラパラ漫画と同じ原理

【効果】【特徴】 【原理】

　ExFact VR 2.0 は、画像処理に関する弊社の永年のノウハウを元に立案、ゼロから自社開発し、ようやく完成にこぎ
着けた渾身の製品です。日本発の新技術を新規開発し、ソフトウェアの世界からこの分野に「技術革新」をもたらす、
従来に無い特徴を備えたソフトウェアになったと自負しております。手になじむ、業務向きの使い勝手にも、徹底的に
こだわって開発致しました。
　私共にとっては、我が子にも等しい自社製品が客観的な技術評価を経て、こうして受賞に至ったことは、格別の思い
があり、社員一同、手放しで、この名誉を喜んでいる次第です。
　しかしながら同時に、X 線 CT 等の三次元画像デバイスの業界では、ソフトウェアは脇役で良いと常々、考えています。
お客様のデータから得られた知見がものつくりの現場や研究の最前線にいる人々に高いレベルで広く波及し、高額な装
置の意義を高め、産業 / 学術両面において、研究開発や製品品質のレベルを引き上げるような効果に至ることが理想です。
従いまして、ソフトウェア製品そのものは脇役でよく、データが主役＝「データ本位」が本製品の開発コンセプトとなっ
ています。私たちのソフトウェアで作ったデータが、どなたかの手に渡り、目に触れ、何らかのお仕事のお役に立てる
ようなら幸いです。
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を出力

CT 画像の容量算出例
16bit × 512 × 512pixels × 300 枚の断層画像 = 総容量 150MB MPR 表示 ボリューム

レンダリング

 

ExFact VR 2.0 は、デフォルトの設定で計 13 種類のレポートを次々に出力

 

よくあるニーズ
・3D 画像データを客先に持ち運んで会議やプレゼンに使いたい…。　・CT 撮像を依頼された相手にデータを提供したい…。
・どこをどのように見たいのか分からない…。　　　　　　　　　　   ・知識や専用ソフトウェアが無くても、3D 画像を閲覧したい…。
・ソフトウェア処理にかけている時間や負担を軽減したい…。

CT データとその利用

 

鋳造品、樹脂などの X 線 CT 画像かボイド検出を行う ExFact VR 2.0 専用の別売りモジュール

ボイド解析オプション

• 検出条件を様々に設定できるた
め、多様な画像データに対応で
きます

• 検出／分類条件も任意に設定で
きるため、試料や条件に応じて、
評価基準を定義できます

• ボイドの大きさを 5 段階で分類
し、一見して分かるメーター表
示で評価できます

• 解析結果は、もちろん VRVR ムー
ビーとして配布可脳です

• ほかに詳細な数値データが CSV
ファイルとして出力されます

巣は不定形をしていますので、
同じ体積を持った球に置き換え
て、その直径で 5 段階に分類し、
色 分 け。Effective Diameter 
( 有効径 ) と言い、材料工学の
業界で一般的に用いられる概念
です。
  あえて体積で分類しないのは、
体積は 3 乗された数値であるた
め、人が直感的に大きさを理解
しにくくなり、なおかつ不自然
に偏って色分けされてしまうた
めです。

不定形
の巣

同一体積
の球

ボイドの数量と体積、サイズごとの割合を示します。



ベンチャー技術大賞とは

　弊社が開発した三次元画像ソフトウェア「ExFact VR 2.0」が、この度、権威ある両賞を受賞致し
ました。

　ベンチャースピリットに富む中小企業が開発した、革新的で将来
性のある製品・技術を表彰することにより、東京の産業の活性化と
雇用の創出を図ることを目的とした制度です。2013 年は、89 件の
応募があり、その中から優れた技術や製品 8 件が選ばれました。
　他の受賞作品はハードウェアや装置で、ソフトウェアでは弊社が
唯一の受賞となりました。

　りそな中小企業振興財団と日刊工業新聞社共催による、中小企
業の技術の振興を図り、日本の産業発展に寄与することを目的と
した賞です。『一般部門』、『ソフトウエア部門』の２部門において、
厳正な審査のうえ、優れた新技術・新製品等に対して各賞が授与
されます。
　弊社はソフトウエア部門の最高位である優秀賞の受賞となりま
した。

中小企業優秀新技術・新製品賞とは

2013年 
東京都ベンチャー技術大賞

奨励賞

第26回 
中小企業優秀新技術・新製品賞
ソフトウエア部門 優秀賞

Tokyo 
Venture Technology

Award
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enterprises

両賞受賞

ボーイング 787 が電池故障により平成 25 年 1 月から全世界的に運
休に至ったことは、社会問題として取り上げられたため、皆さんの
記憶に新しいことと思います。その際、弊社はリチウムイオン電池
の故障解析について格別の要請を受け、日米の運輸安全委員会、GS
ユアサ（電池メーカー）らに協力致しました。報道等で登場する画
像は、弊社が ExFact VR 2.0 で作成したものです。
データは全て、関係者が報告等のためにお持ち帰りになりました。
簡単に再生できるデータを短時間で生成し、再配布できるという弊
社ソフトウェアのメリットが発揮された形になりました。

ボーイング 787 の故障解析にも使われました。
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＜参考サイト＞
国土交通省　運輸安全委員会　
航空重大インシデント調査  ※ 9 ページの画像など（右図）
National Transportation Safety Board: NTSB
Investigative Update of Battery Fire Japan Airlines B-787


